
　室町幕府を開いた足利尊氏のひ孫のさらに孫。第五代鎌倉公方
改め、初代古河公方の足利成氏（しげうじ）をご存じでしょうか。
　日本史の中で古河の地名がフィーチャーされるのは、この古河
公方が唯一ではないでしょうか！？
　そんな古河のスーパースターとも言える足利成氏を軸に、古河
の歴史をほんの少し振り返ってみたいと思います。

　古河公方を説明するには、まずその前身である鎌倉公方につい
て説明しなくてはなりません。1338 年に足利尊氏が鎌倉幕府を
滅ぼし、京都に室町幕府を開きました。
　交通手段も通信手段も乏しい時代、幕府といえど日本全国を治
めることは難しく、日本を関東より西と東でわけ、西は幕府が、
東は鎌倉公方という役職を置き、治めさせる形をとっていました。

　幕府の東日本支店とも言える鎌倉公方ですが、本店へのコンプ
レックスか、設立当時から反抗的な態度で、あまり幕府との仲は
良くありませんでした。
　さらに鎌倉公方の右腕となる番頭格の関東管領という職がある
のですが、こちらも上司と部下という立場にもかかわらず、何代
にもわたり殺し殺され大変仲が悪く、鎌倉公方は外にも内にもグ
ダグダな立場の困ったちゃんでした。

　先代の第四代鎌倉公方、成氏の父『足利持氏』も部下である関
東管領 上杉憲実と揉めた挙句に敗北→切腹という最後となり、子
である成氏が第五代の鎌倉公方の地位に就くことになりました。
　そして関東管領職はなんの嫌がらせか、幕府の命により成氏の
親を殺した上杉憲実の子、上杉憲忠が就くことになりました。
　親の仇が一番の部下…現代の会社の人間関係を遥かに超えた私
怨まみれの超ドロドロ。どう考えても上手くいくはずありません。
　当然成氏はサラッと上杉憲忠を誅殺。幕府・鎌倉公方・関東管
領の関係は修復不能な状態となり、関東の戦国時代の始まりと言
われている【享徳の乱】に突入していきます。

　陣営としては【幕府+関東管領】 VS【鎌倉公方 成氏】。
成氏も勇戦しますが、やはり旗色が悪く関東の北から関東管領の
上杉氏、南からは足利将軍家の親類である今川氏に攻め立てられ、
最後には鎌倉を追われてしまいます。
　鎌倉を逃れて本拠地と定めたのが古河の地！鎌倉を追い出され
たため鎌倉公方を名乗るのはどうかと思ったのか、1455 年に古
河公方が成立します。

　その後も揉め事は全く収まらず、延々とゴタゴタしますが、成
氏の死後、本格的に戦国時代へと突入し室町幕府の権威が失墜し
ていくに従って古河公方も自然消滅していきます。
　関東管領もいろいろあって上杉氏の家臣格であった長尾景虎に
引きつがれ、その後かの有名な上杉謙信と名を改めます。
　戦国時代には様々な武将がこの地を支配しますが、最終的には
徳川の世となり、古河藩として平和を迎えるのでした。
　室町時代の困ったちゃん、古河公方。そんな歴史が古河にはあ
るのでした。
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1. 古河センター正面外観。内部は 3 階
構造となり、トータルで約 1,100 坪の
倉庫となっています。近隣には多くの
飲食店や大型ホームセンターがあり、
働く人達にとっても優しい環境となっ
ています。2.3. 以前はスラックスメー
カーの自社物流センターとして稼働し
ていたため、倉庫内にはハンガーレー
ルやＺラック等、ファッション物流に
必要な設備が整っています。
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4. 建物南側には 40 フィートコンテナに対応した
トラックゲートが 2ゲート設置されています。
5. 車で 15 分程の距離に、関東 4 県にまたがる日
本最大の遊水地『渡良瀬遊水地』があります。
6. 古河で有名なのは毎年夏に開催される古河花
火大会。毎年２万発の花火が打ち上げられる関
東でも有数の花火大会。三尺玉も打ちあがる茨
城県の大イベントです。
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03-5605-5515
担当：  櫻庭、都筑

平日 9： 3 0 ～ 1 8 ： 0 0

ＪＲ宇都宮線 古河駅 下車➡茨城急行バス（諸川行き・北茂呂車庫行き・友愛記念病
院行きのいずれか 15 分乗車）➡友愛記念病院入口バス停下車➡徒歩３分

東北自動車道／加須 IC ➡ 国道 125 号線を栗橋方面へ 15 分 ➡国道 4号線を左折（古
賀方面へ 15 分）➡国道 4号線三杉町交差点右折（国道 125 号線下妻方面へ 10 分） ➡
友愛記念病院入口バス停信号を右折

お車でお越しの方

電車 /バスでお越しの方
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